
当社が開発したCBTC (Communications-Based Train Control) システム。

無線通信により連続的に列車位置検知/制御を可能とする次世代列車制御システム。軌道回路による固定閉塞方式と比較して運転間隔を短くできる移動閉塞が可能。
さらに、既設の列車制御システムで走行する車両と SPARCS で走行する車両の混在運転もできるなど、運用自由度の高いシステムを実現しています。

Simple-structure and high-Performance ATC by Radio Communication System
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